
▲  薄町長から委嘱状を受ける▲  薄町長から委嘱状を受ける
山浦自治区長の小林さん山浦自治区長の小林さん

　

令
和
４
年
度
の
自
治
区
長
会
議
が
４
月
19
日
に
野
沢
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
で
は
、
新

任
の
自
治
区
長
へ
の
委
嘱
状
交
付
が
行
わ
れ
、
山
浦
自
治
区
長
の
小
林
幸
子
さ
ん
が
代
表
で
委
嘱
状
を
受

け
た
ほ
か
、
本
年
度
の
町
の
主
要
事
業
の
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
自
治
区
と
町
役
場
の
橋
渡
し
役
と
し
て
活
動
す
る
自
治
区
長
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

自
治
区
と
町
役
場
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役
新
任
自
治
区
長
は
32
人

令
和
４
年
度
の
自
治
区
長
会
議
を
開
催
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町民の皆さんによるまちづくりの拠点として活用

にぎわい番所ぷらっとがオープンしました！にぎわい番所ぷらっとがオープンしました！
　昨年より整備を進めてきた「まちなか再生拠点施設に

ぎわい番所ぷらっと」が、今年４月より正式にオープン

しました。

　にぎわい番所ぷらっとは、野沢中心街のにぎわいを創

出するとともに、町民の皆さんのまちづくりに対する意

識の向上やチャレンジ意識の醸成、さらには移住やワー

ケーションの促進を図ることを目的に、空き店舗を改

修・整備した施設です。団体・個人を問わず誰でも利用

が可能です（利用は事前に申し込みが必要です）。

〈申込み・問い合わせ先〉※平日・午前９時～午後５時
　にぎわい番所ぷらっと　☎４５―２０７１

　商工観光課　地域振興係　☎４５―２２１３

１階  コミュニティスペース ２階  テレワークスペース（利用登録制）

内観

用途
各種打ち合わせ、研修会、サロン活動、イベ
ント、ワークショップなど

テレワーク、コワーキングスペース

主な設備
トイレ、キッチン、Wi-Fi、プロジェクター、
大型モニター、ホワイトボード

Wi-Fi、プリンター、大型モニター、Web カ
メラ、マイク・スピーカー

利用可能時間 午前９時～午後９時（屋外は午後７時まで）
【平　日】午前９時～午後５時
【土日祝】利用不可

利用料金
無料
※ 一部有料となる場合がありますので、詳し
くは問い合わせください。

【会　費】2,000 円／年（町内外者共通）
【利用料】町内者…無料
　　　　  町外者…500 円／日

利用方法

ぷらっとまたは商工観光課窓口に備え付けの申込書を提出してください（町ホームページか
らもダウンロード可能）。下記ＱＲコードからオンラインによる申し込みも可能です。

　　　　　　　  １階コミュニティスペース
　　　　　　　  利用申込書
　　　　　　　  （Google フォーム）

　　　　　　　  ２階テレワークスペース
　　　　　　　  利用登録申込書
　　　　　　　  （Google フォーム）
　　　　　　　　　※登録は初回のみ必要です。

①オープンスペース

②和室

③屋外イベントスペース

①① ②②

③③

ホームページホームページ
はこちらからはこちらから
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お気軽にご相談くださいお気軽にご相談ください

ＪＡまごころ斎苑さゆりＪＡまごころ斎苑さゆり
TEL　0241-48-1010　24時間受付
https://www.magokoro-ja.com/

ＪＡ-ＳＳ
西会津インター給油所

プリズムドライブ 2,300円
ＦＫ-２Ｈドライブ 1,300円
ウォッシュドライブ　　800円

極上洗車
メニュー

ＪＡ-ＳＳ
西会津インター給油所

▲ 誓いの言葉を述べる西田副隊長▲ 誓いの言葉を述べる西田副隊長

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

富士ソフト企画㈱が受賞報告に来庁

西会津しいたけファーム ７年連続金賞受賞西会津しいたけファーム ７年連続金賞受賞
　全国で 1,800 人以上の生産者が加盟する「全国

サンマッシュ生産協議会」が主催する品評会が、２

月１日に栃木県で開催され、富士ソフト企画株式会

社の西会津しいたけファームが出品した菌床シイタ

ケが７年連続となる金賞を受賞しました。

　４月 22 日、同社の須藤勝代表取締役（写真中央）

が町役場を訪れ、薄町長に今回の受賞を報告しまし

た。報告を受けた薄町長は「町にとっても嬉しい出

来事。引き続き協力して応援していきたい」と祝福

しました。

町 長 コ ラ ム  その 2 5
　

町
内
か
ら
パ
ン
屋
が
な
く
な
っ
て
数
年
経
つ
。
過
去
に
は

３
軒
あ
っ
た
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
購
入
は
で
き
る
が
、
焼
き

た
て
の
パ
ン
が
食
べ
ら
れ
な
い
の
は
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

今
か
ら
10
数
年
前
に
「
米
粉
の
事
業
化
」
の
提
案
が
あ
っ

た
が
、
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
日
常
生
活
の
中
に
パ
ン

食
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
な
ん
と
か
パ
ン
の
製
造
を

実
現
す
べ
く
検
討
を
続
け
、
昨
年
度
、
国
の
補
助
事
業
で
あ

る
「
山
村
活
性
化
対
策
事
業
」
の
採
択
を
受
け
て
、
米
粉
パ

ン
の
製
造
に
着
手
し
た
。
道
の
駅
に
し
あ
い
づ
の
ミ
ネ
ラ
ル

野
菜
の
家
の
一
角
を
改
築
・
整
備
し
、
西
会
津
町
振
興
公
社

を
事
業
主
体
に
、
西
会
津
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
用
し
た
米
粉

パ
ン
の
製
造
を
始
め
た
。
現
在
は
、
コ
ッ
ペ
パ
ン
を
基
本
に

数
種
類
の
揚
げ
パ
ン
を
製
造
し
、
試
験
的
に
販
売
し
て
い

る
。
購
入
者
の
反
応
は
な
か
な
か
良
い
評
価
で
あ
り
ホ
ッ
と

し
て
い
る
が
、
も
っ
と
町
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
米
粉
パ
ン
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
今
後
は
学
校
給

食
に
も
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

先
日
、
町
の
応
援
団
で
あ
る
「
農
林
水
産
業
活
性
化
構
想

研
究
会
」（
東
京
都
）
に
、
当
日
の
朝
に
焼
い
た
コ
ッ
ペ
パ

ン
を
持
参
し
、
本
事
業
の
状
況
報
告
と
と
も
に
試
食
を
し
て

い
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
で
も
大
変
良
い
評
価
を
受
け
、
自

信
と
希
望
が
湧
い
て
き
た
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
小
麦
な
ど
の
農
産
物

が
輸
入
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
現
在
、
米
粉
の
製
造
は
ち
ょ

う
ど
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
か
も
し
れ
な
い
。
米
の
消
費
拡
大
を

図
る
た
め
に
も
、
本
事
業
を
し
っ
か
り
確
立
し
、
町
の
活
性

化
の
一
助
に
し
て
い
き
た
い
。

西
会
津
町
長

町の農業を守るため鳥獣被害対策に取り組む

町鳥獣被害対策実施隊辞令交付式町鳥獣被害対策実施隊辞令交付式
　４月 18 日、町鳥獣被害対策実施隊の令和４年度辞令

交付式が野沢体育館で行われ、67 人が実施隊員として

辞令を受けました。

　式では、薄町長が小瀧武彦隊長（町農林振興課長）に

辞令書を手渡し、「町の農業を有害鳥獣から守るため、

健康と安全に気をつけて頑張っていただきたい」と訓示

を述べました。また、式の最後には、西田春喜副隊長（西

会津猟友会会長）が「銃器などの扱いに注意しながら迅

速で効果的な捕獲活動に努めたい」と誓いの言葉を述べ

ました。

新たに着任した警察官の皆さんを紹介

こちら西会津交番・奥川駐在所です！こちら西会津交番・奥川駐在所です！

若
わか

穂
ほ

囲
い

  博
ひろ

紀
き

   巡査

 ◎西会津交番
　（野沢地区担当）
 ◎ 喜多方警察署幸
町交番から異動

抱負＝地域住民の皆さんとたくさん
接していく中で多くのことを学びな

がら、西会津町の安心・安全に貢献

できるよう頑張りますので、よろし

くお願いいたします。

佐
さ

藤
とう

  淳
じゅんや

也　所長
 ◎西会津交番
　（野沢地区担当）
 ◎ 福島県警察本部
から異動

抱負＝コロナ禍により、住民の皆さ
んに直接お目にかかってお話しする

機会が少なくなっていますが、西会

津町の皆さんが安心・安全に日常生

活を送ることができるよう尽力いた

します。

　このほかの地区は、

以下のとおりです。

◆西会津交番
志
し

賀
が

直
なお

人
と

  巡査部長

　（群岡・新郷地区担当）

〈問い合わせ先〉
　西会津交番

　☎４５―２０４９

　奥川駐在所

　☎４５―２０２６

照
てる

井
い

  柊
しゅうご

吾　巡査
 ◎西会津交番
　（尾野本地区担当）
 ◎ 喜多方警察署か
ら異動

抱負＝地域住民の皆さんから気軽に
声を掛けてもらえるような警察官を

目指し、安心・安全なまちづくりの

お手伝いができれば光栄です。よろ

しくお願いいたします。

伊
い

藤
とう

  正
まさ

宜
のり

  巡査部長

 ◎ 奥川駐在所
　（奥川地区担当）
 ◎ 南会津警察署か
ら異動

抱負＝地域の皆さんの安心な生活を
守るため、パトロールを通して事件

や事故を未然に防ぐことができるよ

う、一生懸命頑張りますのでよろし

くお願いいたします。
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